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議長新年あいさつ議長新年あいさつ		
臨時議会臨時議会
12 月定例議会12 月定例議会
町政を問う・一般質問町政を問う・一般質問
まちなか会議まちなか会議

１２月１９日 鹿追高校で球技大会を１２月１９日 鹿追高校で球技大会を
開催。開催。
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と得した気分になります。つぶやき 議員宛て行事案内にフォーマットをご活用ください議員宛て行事案内にフォーマットをご活用ください

鹿追町議会議長　上 嶋　和 志

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

脱
炭
素
推
進

脱
炭
素
推
進

○
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
※
制
度
審
査
手

数
料	

１
２
６
万
円

Ｊｰ

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
資
金
化
の

手
法
を
、
従
来
の
「
堆
積
発
酵
」
か

ら
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
効
果
が
高
い

「
メ
タ
ン
発
酵
」
方
式
に
変
更
し
て
申

請
す
る
。
メ
タ
ン
発
酵
方
式
で
の
国
の

審
査
受
審
は
全
国
初
で
、
第
三
者
機

関
に
よ
る
計
画
の
適
合
性
審
査
を
経

て
、
登
録
完
了
後
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
申

請
が
可
能
と
な
る
。

※
Ｊｰ

ク
レ
ジ
ッ
ト
：
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
量
を
国
が
認
証
し
、
資

金
化
す
る
仕
組
み
。

こ
ど
も
園
交
通
安
全
対
策

こ
ど
も
園
交
通
安
全
対
策

○
防
風
ネ
ッ
ト
設
置	

88
万
円

こ
ど
も
園
西
側
歩
道
の
吹
き
だ

ま
り
等
を
防
止
す
る
た
め
設
置
し

て
い
る
防
風
ネ
ッ
ト
を
更
新
す
る
。

設
置
場
所
は
鹿
追
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
東
側
で
、
こ
れ
に
よ
り
通

園
路
の
安
全
確
保
を
図
る
。

○
鹿
追
消
防
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
購
入	

１
０
８
９
万
円

新年あけましておめでとうございます。
町民の皆さまには、健やかに令和８年の新

春を迎えられましたこと､ 心よりお慶び申し
上げます。また、日頃より鹿追町議会の活動
に対し、深いご理解と温かいご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
昨年を振り返りますと､ ２月の大雪や７月

後半の連日の猛暑など、気候の変動が私たち
の日常生活や農作物に大きな影響を与えた一
年でした。そのように厳しい環境下にあって
も、本町の基幹産業である農業におきまして
は過去最高の生産額を達成しました。地域経
済を支える現場の皆さまの、たゆまぬご努力
とご尽力に対し、深く敬意を表します。
さて、議会改革の重要性が叫ばれるなか、

12月の第４回定例会では、議員定数条例の改

正案が提案され、議員間の討論を経て採決の
結果、現行の 11人体制を維持することとなり
ました。これにつきましては町民の皆さまよ
り多様なご意見をいただいております。定数
を維持するからには、これまで以上に議会の
活性化に取り組み、議員のなり手不足という
課題にも正面から向き合っていく覚悟です。
人口減少や持続可能な地域づくりといった

難題に対し、将来にわたって責任ある判断を
下していくことが議会の役割です。
本年も、町民の皆さまとの「対話」を原点に、

誰もが安心して暮らし続けられる鹿追町の実
現に向け、全力で取り組んでまいります。
結びに、皆さまのご健勝とご多幸、そして

鹿追町のさらなる発展を心よりお祈り申し上
げ、新年のごあいさつといたします。

10
月
臨
時
議
会

第
４
回
臨
時
議
会
が
10
月
28
日
に
、
第
４
回
定
例
議
会
が
12
月

９
日
か
ら
17
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

定
例
議
会
で
は
、
議
員
の
定
数
を
１
人
減
と
す
る
条
例
改
正
案

が
提
案
さ
れ
、
賛
成
４
、
反
対
５
の
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

議
員
定
数

議
員
定
数

削
減
案

削
減
案
をを
否
決
否
決

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

こども園西側歩道にこども園西側歩道に
防風ネットを設置防風ネットを設置

○
議
会
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

○
鹿
追
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
議
員
・

特
別
職
・
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職

員
の
期
末
手
当
等
を
引
き
上
げ
た
。

ま
た
、
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
通
勤
手
当
を
改
定
し

た
。
適
用
は
、
給
与
及
び
通
勤
手
当

が
令
和
７
年
４
月
１
日
、
期
末
手
当

等
が
令
和
７
年
12
月
１
日
、
会
計
年

度
任
用
職
員
（
パ
ー
ト
）
の
期
末
手

当
等
が
令
和
８
年
４
月
１
日
と
し
た
。

人
件
費

人
件
費

○
給
料	

１
４
４
７
万
円

○
職
員
手
当
等	

１
４
１
３
万
円

○
報
酬 	

２
１
３
万
円

※
全
会
計
合
計

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
条
例
改
正

に
伴
い
、
不
足
額
を
計
上
し
た
。

熱
中
症
対
策

熱
中
症
対
策

○
エ
ア
コ
ン
整
備
に
伴
う
電
源
改
修

	

４
２
３
万
円

ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
会
議
室
ほ

か
、
各
地
域
の
公
民
館
・
集
会
所
13

施
設
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
た
め
、

電
気
配
線
等
の
改
修
を
行
う
。

起
業
支
援

起
業
支
援

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
※
起
業
支
援

金	

２
０
０
万
円

教
育
関
係
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
を

町
内
で
設
立
し
、
地
域
課
題
の
解
決

を
目
指
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２

人
に
対
し
、
１
人
１
０
０
万
円
を
交

付
す
る
。
任
期
終
了
後
も
町
に
定
住

す
る
隊
員
を
後
押
し
し
、
円
滑
な
起

業
を
支
援
す
る
。
国
の
特
別
交
付
税

を
活
用
す
る
。

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
：
都
市
部

の
視
点
を
生
か
し
地
域
ブ
ラ
ン
ド
開

発
や
住
民
の
生
活
支
援
を
行
う
制
度
。

隊
員
の
任
期
は
最
長
３
年
で
自
身
の

能
力
を
生
か
し
地
域
定
着
を
目
指
す
。

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

○
鹿
追
地
区
自
衛
隊
協
力
会
連
合
会

負
担
金	

50
万
円

陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
音
楽
隊

の
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

関
連
経
費
を
計
上
し
た
。

演
奏
会
は
、
令
和
８
年
２
月
７
日

に
町
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
る
。

生
活
交
通
維
持

生
活
交
通
維
持

○
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
補
助
金	

２
６
２
１
万
円

バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
た
め
、
北

海
道
拓
殖
バ
ス
株
式
会
社
に
対
し
補

助
を
行
う
。

バ
ス
の
運
行
に
係
る
経
費
の
一
部

を
、
沿
線
の
１
市
４
町
（
帯
広
市
・

音
更
町
・
清
水
町
・
新
得
町
・
鹿
追
町
）

で
距
離
に
応
じ
て
負
担
す
る
。

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

○
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支

給
事
業	

１
７
１
０
万
円

物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

子
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円
を
支
給

す
る
。
対
象
者
は
、
令
和
７
年
９
月

分
（
９
月
に
出
生
し
た
児
童
は
10
月

分
）
の
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
等
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

地
域
医
療
確
保

地
域
医
療
確
保

○
帯
広
厚
生
病
院
運
営
費
補
助
金	

３
４
８
万
円

帯
広
厚
生
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
対
し
補
助
を
行
う
。

総
額
３
億
円
を
限
度
に
、
そ
の
内

30
％
を
管
内
18
町
村
で
均
等
割
及
び

患
者
数
に
よ
り
負
担
す
る
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

介
護
支
援

介
護
支
援

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
給
付
費	

２
２
２
４
万
円

町
内
事
業
所
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
利
用
者
が
増
加
し
た
た
め
、

町
が
事
業
者
に
支
払
う
給
付
費
を
増

額
す
る
。

○
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費	

３
０
０
万
円

町
内
・
町
外
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
在
宅
の
利
用
者
が
増
加
し
た

た
め
、
町
が
事
業
者
に
支
払
う
給
付

費
を
増
額
す
る
。

○
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
確
立

に
関
す
る
予
算
の
拡
充
等
を
求
め

る
請
願
・
意
見
書

鹿
追
町
農
民
団
体
連
絡
協
議
会

（
武
藤
敦
則
会
長
）
か
ら
の
請
願
を
採

択
し
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

改
正
基
本
法
の
理
念
に
基
づ

き
、
食
料
安
全
保
障
確
保
の
た
め

国
内
農
業
生
産
増
大
と
経
営
安
定

に
資
す
る
政
策
確
立
・
予
算
拡
充
、

米
国
相
互
関
税
や
国
際
貿
易
協
定

へ
の
対
策
継
続
、
異
常
気
象
対
応

の
資
材
開
発
推
進
、
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
予
算
確
保
等
の
措
置
を

要
望
す
る
。

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

北
海
道
は
豊
か
な
自
然
や
農
林
水

産
業
な
ど
多
く
の
可
能
性
を
持
つ
が
、

高
規
格
道
路
の
未
接
続
区
間
や
災
害
、

道
路
老
朽
化
な
ど
課
題
を
抱
え
る
。

人
や
物
の
流
れ
の
効
率
化
や
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
に
は
道
路
網
整

備
と
老
朽
化
対
策
、
除
排
雪
体
制
確

保
が
必
要
で
あ
る
。

資
材
高
騰
下
で
も
長
期
安
定
的
な

予
算
確
保
と
国
土
強
靱
化
推
進
を
国

に
要
望
す
る
。

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

主
な
条
例
改
正

主
な
条
例
改
正

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

拓殖バス鹿追営業所拓殖バス鹿追営業所

通所介護事業を行う通所介護事業を行う
れんがの家れんがの家

エアコンを整備するエアコンを整備する
メープルホール（元町）メープルホール（元町）

議長新年あいさつ・臨時議会12 月定例議会

請
願
・
意
見
書

請
願
・
意
見
書

12
月
定
例
議
会
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■ 川
かわ

染
そめ

 洋
ひろし
 議員

削減論の背景には財政問題や議会活動の不透明
さがあるが、議会費は予算の 1%未満で削減効果
は限定的である。拙速な削減は監視機能を弱める
危険がある。削減論議の前に委員会傍聴活性化や
デジタル化など議会改革を十分議論し、議会の存
在意義を見える化すべきである。

■ 山
やま

口
ぐち

 優
ゆう

子
こ
 議員

当町は病院や高校、脱炭素の取組等多様で専門
的な事業を抱え、課題は多いが議論は不十分であ
る。定数削減で視点の多様性が失われ、議論の質
と量が低下し行政チェック機能が弱まる。
なり手不足悪化も懸念され、議会体制の維持強

化が必要である。

鹿追町議会鹿追町議会のの議員議員のの定数定数をを定定めるめる条例条例のの改正案改正案をを議員提案議員提案

本議会は、2期連続で無投票当選となったことか
ら、議員のなり手不足解消に向け、全議員による活
性化調査会を開催して議論を重ねた。
その中で議員定数のあり方についても議論を重ね

たが、削減・現状維持の両意見が拮抗し、結論が得
られないことから、令和 6年 3月、議員定数・報酬
及びあり方等審議会 (林正信会長 )に諮問を行った。

答申では、「社会的要因等による有権者数の変化、
議員後継者が充足されない等の総合的な問題を勘案
し、1人削減でも議会活動に支障はない」と示され
たが、その意見を踏まえた上での議論でも結論が得
られず、本会議での審議となった。
この案に対し、反対討論を 3人が、賛成討論を 2

人が行った。

12 月 17 日、鹿追町議会議員の定数を１人減とする条例改正案が安藤幹夫議員
から提案され、採決の結果、賛成４（安藤幹夫・清水浩徳・金子孝伸・青砥敏一）、
反対５（狩野正雄・川染洋・山口優子・黒井敦志・佐々木康人）の賛成少数で否
決された。

■ 安
あん

藤
どう

 幹
みき

夫
お

 議員
行政課題の変化やデジタル化の進展に伴い、本

議会では委員会運営の工夫等で議論の効率化と質
の向上を図ってきた。議員定数を 1人削減し 10
人としても、タブレット活用等により議会機能は
十分に維持可能であり、住民負担の軽減にもつな
がるため、本条例改正案を提出する。

■ 清
し

水
みず

 浩
ひろ

徳
のり

 議員
審議会の意見を尊重すべきである。
定数削減により議員一人一人の責任が重くなり

活動は集約化かつ効率化される。
厳しい選挙を勝ち抜いた志の高い人材が集い、

真に町民のための政策議論が活発化すると考え、
本案に賛成する。

■ 狩
かり

野
の

 正
まさ

雄
お

 議員
議員には行政監視や住民の声を伝える役割があ

り、日常的な研鑽努力が求められる。幅広い知見
を持つ多様な人材が議論することが重要である。
定数削減は選挙のハードルを上げ、議会に参画

しようとする人材を失うと考え、11人の維持が
必要である。

■ 金
かね

子
こ

 孝
たか

伸
のぶ
 議員

２回の無投票で選挙権が行使されていない深刻
な問題がある。現在 10人で議会運営中だが、議
会機能は損なわれていないと考える。
議会の質向上には各議員の調査能力と提案力が

重要である。定数削減は選挙実施への努力の第一
歩である。

11 人から
11 人から

10 人へ
10 人へ議員定数１人削減案議員定数１人削減案

令和 8 年 4 月から同 10 月ま
で閉館予定の健康温水プール

金
かね

子
こ

　孝
たか

伸
のぶ

　議員

（
答
弁
）
草
野
教
育
長

児
童
数
減
少
に
よ
り
上
幌

内
小
学
校
が
閉
校
、
通
明
小

学
校
も
令
和
８
年
度
末
閉
校

予
定
で
あ
る
。

本
町
で
は
文
科
省
標
準
規

模
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
実

情
を
考
慮
し
た
鹿
追
町
な
ら

で
は
の
最
適
な
教
育
環
境
の

あ
り
方
を
保
護
者
・
地
域
と

丁
寧
に
検
討
し
て
い
る
。

学
校
経
営
は
管
理
型
か
ら

自
律
型
へ
転
換
し
、
学
校
運

営
協
議
会
を
中
学
校
区
単
位

に
改
変
し
た
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定

の
取
り
組
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て「
地
域
が
つ
く
る
学
校
」

を
具
現
化
し
て
い
る
。

情
報
発
信
は
現
在
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
教
育

に
関
心
を
持
つ
多
く
の
方
々

と
連
携
し
、
都
市
部
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
も
つ
な
げ
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

２
０
３
０
年
目
標
人
口

５
１
８
０
人
に
対
し
、
現
状

は
４
８
０
０
人
台
で
目
標
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

今
年
度
出
生
者
数
も
20
人

台
の
見
込
み
で
減
少
傾
向
は

明
ら
か
で
あ
る
。
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
施
策
を
進
め
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
後
戻
り
さ
せ
ず
、
さ
ら

に
研
究
し
な
が
ら
取
り
入
れ

る
。自

然
減
は
困
難
だ
が
社
会

減
に
対
応
し
た
い
。
住
居
が

重
要
な
要
素
な
の
で
、
空
き

家
・
空
き
店
舗
調
査
を
踏
ま

え
既
存
施
設
活
用
や
住
居
支

援
を
検
討
す
る
。

子
育
て
・
教
育
情
報
発
信

の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
特

に
鹿
追
高
校
の
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
重

人
口
減
少
が
予
想
を
超

え
て
進
ん
で
い
る
と
考
え
る

が
、
鹿
追
町
の
子
育
て
環
境

充
実
の
取
組
実
態
は
。

児
童
数
の
推
移
を
見
据
え

た
学
校
教
育
環
境
の
将
来
像

の
検
討
状
況
と
、
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
認
定
へ
の
取
り
組
み

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

12
月
16
日
、
３
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
っ
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｃ
化
改
修
工
事
の総

事
業
費
は

41
億
５
７
５
万
円
を
見
込
む

施設改修施設改修
A Q

狩
かりの

野　正
まさ

雄
お

　議員

Q

A

鹿追町独自の少子化対策と
教育環境について

様々な取り組みの継続と
発信力を充実する

人
口
減
少
対
策

人
口
減
少
対
策

（
質
問
）

町
民
ホ
ー
ル
・
神
田
日
勝

記
念
美
術
館
・
ト
リ
ム
セ
ン

タ
ー
・
健
康
温
水
プ
ー
ル
は

建
設
か
ら
30
年
以
上
経
過
し

て
お
り
、
長
寿
命
化・省
エ
ネ・

設
備
更
新
を
目
的
に
、
Ｚ
Ｅ

Ｃ
化
改
修
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
現
在
は
実
施
計
画

段
階
で
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
順
次
工
事
が
進
め
ら
れ
る
。

工
事
に
よ
る
閉
館
期
間
が
１

年
以
上
に
な
る
が
、
各
施
設

利
用
者
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

各
施
設
の
閉
館
期
間
は
。
利

用
者
・
団
体
等
へ
の
周
知
と

代
替
施
設
の
案
内
は
。
ト
リ

ム
セ
ン
タ
ー
入
浴
施
設
の
休

止
中
の
対
応
は
。
関
係
部
署

の
事
務
機
能
は
ど
こ
に
移
動

す
る
の
か
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

各
施
設
の
閉
館
期
間
は
、

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
が
令

和
８
年
４
月
か
ら
令
和
９
年

３
月
、
健
康
温
水
プ
ー
ル
が

令
和
８
年
４
月
か
ら
同
年
10

月
、
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
が
令
和

８
年
６
月
か
ら
令
和
９
年
６

月
、
町
民
ホ
ー
ル
が
令
和
８
年

９
月
か
ら
令
和
10
年
３
月
を

予
定
し
て
い
る
。

各
施
設
利
用
者
へ
の
周
知

は
広
報
し
か
お
い
１
月
号
で
行

う
。
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
入
浴
施

設
の
休
止
は
、
浴
室
部
分
の
工

事
の
た
め
令
和
９
年
１
月
か
ら

６
月
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、

代
替
措
置
と
し
て
鹿
追
市
街

の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
宿
泊
業
者
と
協
議
し
て
い

る
。
事
務
機
能
は
、
基
本
的

に
は
移
動
せ
ず
、
事
務
所
と

し
て
使
用
す
る
。

（
質
問
）

総
事
業
費
と
町
負
担
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

改
修
工
事
の
総
事
業
費

は
41
億
５
７
５
万
円
を
見
込

み
、
そ
の
う
ち
国
の
交
付
金
が

18
億
円
、
地
方
債
が
18
億
円
、

一
般
財
源
が
約
５
億
円
で
あ

る
。
過
疎
債
を
活
用
し
て
進
め

る
。

一般質問

を
含
め
た
わ
が
町
の
教
育
の

質
向
上
に
対
す
る
方
向
性
を

ど
う
保
護
者
や
地
域
に
伝
え

て
い
る
か
。
こ
れ
ら
の
魅
力

あ
る
充
実
し
た
取
り
組
み
を

各
方
面
に
伝
え
き
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活

用
し
、
町
内
外
へ
の
発
信
を

充
実
さ
せ
た
い
。

■	しかりべつ湖コタンの時期になりました。40年ほど前のイグルー
作りを思い出します。関係者の皆さま、頑張ってください。つぶやき ■	今年もしかりべつ湖コタンがオープン！必見です。ぜひ行ってみてく

ださい。つぶやき

12 月定例議会

反対 討論

反対 討論

反対 討論

賛成 討論

賛成 討論

提案理由

12月17日議会中継



し か お い 議 会 だ よ り 62026（令和 8 ）年 1 月　第 169 号7 2026（令和 8 ）年 1 月　第 169 号
し か お い 議 会 だ よ り つぶやき ■	今シーズンは早くに積雪があり、アイスバーンでヒヤヒヤ。交差点

で予想より滑ることが多く緊張の連続です。

山
やまぐち

口　優
ゆう

子
こ

　議員

（
質
問
）

地
熱
発
電
は
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
一

方
、
環
境
や
温
泉
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

調
査
受
け
入
れ
の
経
緯
や

判
断
根
拠
、
町
民
へ
の
説
明

不
足
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

現
在
は
発
電
所
建
設
を
前

提
と
し
な
い
、
国
の
政
策
に
基

づ
く
資
源
量
調
査
の
段
階
で

あ
る
。
事
業
者
は
中
部
電
力

と
鹿
島
建
設
で
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
の
助
成
事
業
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
安
定

し
た
電
力
確
保
へ
の
貢
献
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
自
然
環
境
へ
の
影

響
等
が
考
え
ら
れ
る
。
自
然

環
境
や
温
泉
へ
の
影
響
は
専

門
家
に
よ
る
調
査
と
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
確
認
し
、
町
は
中
立
の

立
場
で
問
題
が
あ
れ
ば
中
断

を
求
め
る
。情
報
は
今
後
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
。

民間事業者主体で国立公園内の
資源量調査を実施

（
答
弁
）
喜
井
町
長

許
可
権
限
は
国
に
あ
り
、

町
は
意
見
を
表
明
で
き
る
立

場
で
あ
る
。

協
議
会
は
段
階
的
に
意
見

を
集
約
し
、
必
要
に
応
じ
て
町

民
参
加
も
検
討
す
る
。

調
査
は
国
や
関
係
機
関
も

関
与
し
、
客
観
性
を
担
保
す

る
。説

明
会
は
計
画
が
具
体
化

し
た
適
切
な
時
期
に
、
事
業

者
が
主
体
と
な
り
、
町
も
関

与
し
て
行
う
。
町
は
リ
ス
ク
最

小
化
と
町
民
理
解
を
最
優
先

に
対
応
す
る
。

（
質
問
）

事
業
化
の
許
可
権
限
は
国

か
町
か
。
北
部
地
域
地
熱
資

源
活
用
協
議
会
の
委
員
の
合

意
は
町
民
合
意
と
言
え
る
の

か
。
ま
た
、
利
益
は
事
業
者

に
偏
り
、
町
は
リ
ス
ク
だ
け

が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

Q

A

地熱発電について
丁寧な情報提供を

国と事業者に働きかける

地
熱
発
電

地
熱
発
電

定例議会・予算委員会・
カフェでひとこと・議会
報告会は予約不要です。
お気軽にお越し
ください。

事
業
概
要
、進
捗
、メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
環
境
へ
の

影
響
、
町
民
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て
問
う
。

調
査
結
果
の
客
観
性
や
公

平
性
は
ど
の
よ
う
に
確
保
す

る
の
か
。
事
業
者
主
催
の
町

民
説
明
会
は
適
切
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

場 所
まちなか会議 カフェでひとこと 2月 24日 (火) 11:00 平成館
議員塾 開塾式 2月 27日 (金) 10:00 委員会室
議員塾 座学 3月 2日 (月) 未定 委員会室
３月定例議会 本会議 3月 10日 (火) 10:00 議 場
３月定例議会 本会議(残り) 3月 11日 (水) 10:00 議 場
３月定例議会 一般質問 3月 16日 (月) 10:00 議 場
３月定例議会 一般質問(残り) 3月 17日 (火) 10:00 議 場
令和８年度予算審査特別委員会 3月 18日 (水) 9:30 議 場
令和８年度予算審査特別委員会 3月 19日 (木) 9:30 議 場
３月定例議会 本会議(最終日) 3月 23日 (月) 10:00 議 場
議員塾 閉塾式 3月 23日 (月) 未定 委員会室
まちなか会議 議会報告会 4月 22日 (水) 11:00 ほほえみプラザ

内 容 日 時
議会カレンダー議会カレンダー

令和 7年 11月 7日、議会産業厚生常任委員
会 (川染洋委員長 )と鹿追町商工会 (石田秀俊会
長 ) 役員との「まちなか会議 懇談会」を、ほほ
えみプラザで開催しました。
商工会との「まちなか会議 懇談会」は今期 2

度目で、今回は主に商工会から事業内容の説明
があり、問題点や課題を共有しました。
問題点・課題では、経営者の高齢化、店舗と

住宅が一体となっていることによる事業承継の
難しさ、人口減少による購買力の低下やインター
ネットの普及による物販関係の減少等の説明が
ありました。
商店街を活性化させるためには人材の活用が

重要であるとの提案があり、鹿追市街の 2つの
商店会組織の見直しや、交流人口の活用、移住
者の声や知見の活用、高校生の積極的なまちづ

くり参加等の可能性について意見が交わされま
した。また、教育の特性を生かし、選ばれる町
を目指すことで意見が一致しました。
商工会単独では予算面での課題もあることか

ら、商工会が企画書を作成して町に協力を求め
ていくこととなりました。これを受けて、議会
でも、商工会の企画を後押ししていくことを確
認しました。

ほほえみプラザで「まちなか会議 懇談会」を開催ほほえみプラザで「まちなか会議 懇談会」を開催

場　所

開塾式 ２月 27日 （金） 10:00 委員会室

議会の概要・議会の取組・議会活動 ３月 ２日 （月） 委員会室

総務文教常任委員会 ３月 ３日 （火） 9:30 委員会室

産業厚生常任委員会 ３月 ４日 （水） 9:30 委員会室

議会運営委員会 ３月 ６日 （金） 14:00 委員会室

定例議会　一般質問 ３月 16日 （月） 10:00 議　　場

予算審査特別委員会 ３月 18日 （水） 9:30 議　　場

まとめ・閉塾式 ３月 23日 （月） 委員会室

傍

聴

午前･午後･夜間

時間未定

内　　容 日　　時

第第33回回議員塾議員塾    塾塾 生生 募募 集集
普段あまり知ることのない議会の活動を、現職議員が分かりやすく説明します。この機会にぜひ
参加してみませんか？

申し込み：氏名（ふりがな）・住所・生年月日・電話番号を明記のうえ、下記のいずれかからお申し込みください。
〔鹿追町議会事務局〕　・TEL：0156-66-4039　・FAX：0156-66-4041

・メール：gikai@town.shikaoi.lg.jp　・申し込みQRコード

※上記日程は変更になる場合がありますのでご了承ください。

申し込みＱＲ

産業厚生常任委員会産業厚生常任委員会とと鹿追町商工会鹿追町商工会とのとの「まちなか会議 懇談会」「まちなか会議 懇談会」をを開催開催

まちなか会議 一般質問

つぶやき ■	AI の進歩が凄い。それに負けない自分づくりの大切さを改めて気づく。
一生勉強。

議員塾の詳細は次ページをご覧ください。

ま
ち
な
か
会
議

ま
ち
な
か
会
議

「
議
員
「
議
員
とと
カ
フ
ェ
カ
フ
ェ
でで

ひ
と
こ
と
」

ひ
と
こ
と
」
をを
開
催
開
催コーヒーを飲みながら懇談コーヒーを飲みながら懇談

令
和
７
年
11
月
25
日
、「
ま
ち

な
か
会
議 

議
員
と
カ
フ
ェ
で
ひ

と
こ
と
」
を
平
成
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
10
人
が
参
加
し
、

道
路
の
維
持
管
理
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
動
内
容
、
鹿
追

高
校
生
の
寄
宿
舎
等
施
設
整
備
、

議
員
活
動
の
実
態
と
議
員
定
数
、

国
立
公
園
で
実
施
さ
れ
て
い
る

地
熱
発
電
調
査
、
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
教
育
等
に
つ
い
て
質
問
や

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
し
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
方
か
ら
は
、
活
動
を
Ｐ

Ｒ
す
る
場
が
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

議会中継やって議会中継やってます。ます。
定例議会及び予算審査特別委員会の
動画をYouTube で配信します。
QR コードを読み取る
か、鹿追町議会ホームペー
ジの「議会中継」ページ
からご覧ください。

https://www.town.shikaoi.lg.jp/gikai/chukei/https://www.town.shikaoi.lg.jp/gikai/chukei/
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No.169

編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
今号も鹿追町議会の議会だよりをご覧いただき、ありがとうございます。
議会の活動や地域の課題について、皆さんにお伝えできることを嬉しく思って
います。私たちの町が抱える様々な問題について議論を重ね、より良い未来を築
いていくために、皆さんの声を大切にしていきたいと思います。
次号も引き続き、町の動向や議会の取り組みをお届けしますので、どうぞお楽
しみに。皆さんからのご意見やご感想もお待ちしています。
鹿追町の発展のために、共に歩んでいきましょう。

議会広報部会  部会長　 佐 々 木  康 人

議会広報広聴常任委員会
広報部会

部 会 長 　佐々木康人
副部会長　  山口　優子
部 会 員 　青砥　敏一	
　　　　　  金子　孝伸
　　　　　  黒井　敦志

※就労継続支援Ｂ型：一般企業等で働く事が難しい方々に就労機会、生産活動の場を提供する福祉サービス。
※ノウフクＪＡＳ：障がいのある人が生産工程に携わった食品の日本農林規格。

北海道社会貢献賞を受賞した
安藤議員（右）と喜井町長

12
月
16
日
の
鹿
追
町
議
会
定

例
議
会
一
般
質
問
を
、
０
１
農

業
塾
生
と
産
業
研
修
生
、
計
５

人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

全
員
が
初
め
て
の
議
会
傍
聴

で
、
町
民
目
線
で
議
会
を
見
守

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
金
子
孝
伸
）

1212
月
定
例
議
会

月
定
例
議
会  

一
般
質
問

一
般
質
問

００ゼ
ロ
ゼ
ロ
１１イ
チ
イ
チ
農
業
塾
生
と
産
業
研
修
生
が

農
業
塾
生
と
産
業
研
修
生
が
傍
聴
傍
聴

安
藤
幹
夫
議
員

安
藤
幹
夫
議
員

北
海
道
社
会
貢
献
賞

北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
自
治
功
労
者
）
受
賞

（
自
治
功
労
者
）
受
賞

左から 01 農業塾生の大原さん、同 國島さん、産業研修生の
飯田さん、上嶋議長、産業研修生の川崎さん、同 岡田さん、
清水副議長

11
月
20
日
、
令
和
７
年
度
北
海

道
社
会
貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）

の
表
彰
式
が
札
幌
市
内
で
行
わ

れ
、
鈴
木
直
道
知
事
か
ら
安
藤
幹

夫
議
員
に
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
市
町
村
長
や
市
町

村
議
会
議
員
等
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
住
民
福
祉
の
向
上
と
郷
土
の

発
展
、
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献

し
た
功
労
者
に
授
与
さ
れ
る
も
の

で
す
。

安
藤
議
員
は
、
平
成
15
年
に
町

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
６
期
目

で
す
。
こ
れ
ま
で
総
務
文
教
常
任

委
員
長
・
副
議
長
・
議
長
を
歴
任

し
、
現
在
は
議
会
運
営
委
員
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

■
國く

に
島し

ま　
陸り

く
斗と 

さ
ん

（
幌
内
・
畑
作
）

10
数
年
鹿
追
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
予
定
な
の
で
、

子
育
て
に
関
す
る
補
助
等
の
議

論
を
関
心
深
く
聞
け
ま
し
た
。

■
大お

お
原は

ら　
侑ゆ

う
真ま 
さ
ん

（
笹
川
・
酪
農
）

英
語
教
育
や
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
が
ど
う
決
め
ら
れ
て
き
た
の

か
を
見
ら
れ
て
面
白
か
っ
た
で

す
。
少
子
化
対
策
や
教
育
問
題

は
深
く
関
わ
る
部
分
な
の
で
、

情
報
を
待
つ
の
で
は
な
く
自
分

か
ら
取
り
に
行
く
こ
と
が
大
切

と
感
じ
ま
し
た
。

■
飯い

い
田だ　
千ち

夏な
つ 

さ
ん

（
産
業
研
修
生
・
大
阪
府
出
身
）

町
が
行
っ
て
い
る
工
事
計
画

等
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

01 農業塾生と産業研修生が 3 議員の
一般質問を傍聴

■
川か

わ
崎さ

き　
日ひ

び々

希き 

さ
ん

（
産
業
研
修
生
・
福
井
県
出
身
）

初
め
て
の
議
会
傍
聴
で
興
味

深
か
っ
た
で
す
。
町
の
施
設
を

よ
く
利
用
す
る
の
で
、
身
近
な

こ
と
が
話
さ
れ
て
い
て
分
か
り

や
す
く
面
白
か
っ
た
で
す
。

■
岡お

か
田だ　
久く

里り 

さ
ん

（
産
業
研
修
生
・
埼
玉
県
出
身
）

人
生
初
の
議
会
傍
聴
で
し

た
。
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と

が
と
て
も
大
事
だ
と
気
づ
け
ま

し
た
。
選
挙
に
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。


